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図２. 装飾の指示対象
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図１. 分析例

No.4   　　反近代としての装飾／反表象としての装飾

３. 装飾の認識 
装飾は、その表層自体とは
別にイメージを表象する。

2. 装飾の指示対象
装飾的操作：〈彫刻〉
操作対象：柱・架構

その一方で、装飾の例として挙げられる建築部位は実に幅広い。
壁面のモザイク、石積みの目地、柱頭の彫刻、軒組物や軒裏の
飾り、モールディング……、すなわち近代以前の建築の細部意
匠の大半は装飾で（も）ある。
... そこには共通の前提として「装飾の喚起力」が認められている。
これこそ、『建築の世紀末』が美しく描き出したものである。（以
下、引用）装飾を眺めるときに、我々は装飾の材質を忘れ、装
飾の表面が示す表象のみに意識を注ぐ。（中略）なおも装飾を眺
め続けるときに、我々の意識が進んでいくのは、装飾の図柄、
表象が示すイメージにもとづく、想像の領域である。これを夢
の世界と呼んでもよい。
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図 3. 装飾の認識

図 4. 過去の建築家による装飾論の参照 図 5. 装飾の認識の通時的傾向
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Δख๏ʯɺධՁ͕ڞ༗͞ΕΔࣾձ͕ఆ͞Ε͍ͯΔͨ
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3-2. 過去の建築家による装飾論の参照　ɹࢿྉͱͨ͠
આʹɺաڈͷݐஙՈͷ০ʹର͢ΔೝࣝΛࢀরͯ͠
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3-3. 装飾の認識の通時的傾向　ɹ࣍ʹɺ͝ͱͷ
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͘ɺݐஙͷදࣜܗݱΛ͢ߟࢥΔ্Ͱ০͕ࡐͱͳͬͯ
͍Δͱ͑ߟΒΕΔɻ
4. 装飾の認識と指示対象との関係　　̎ষͰྨͨ͠
౼ݕରʹ͍ͭͯɺઆͷ০ͷೝࣝͱͷରԠΛࣔࢦ
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ͳࣾձ͔ΒݱʹࢸΔ·Ͱਓ͕ؒ০จ༷Λհͯ͠ܗ
͞ΕΔੑͱઈ͑ͣؔΘΓ͖͋ͬͯͨͱ͍͏ɺਓؒจ
ԽͷװجΛ͑ࢧΔͷͱͯ͠ͷ০ͷॏཁͳׂ͕ු͔
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壁画のモザイク
葡萄唐草模様の壁紙
マジョリカタイルに
よる花柄模様

天井画
植物模様
が施され
た開口部
図像の埋
め込まれ
たファサ
ード

破風彫刻

パラペットに配置さ
れた人像

唐破風の形がついた
ファサード

外装
看板

階段の手
すり

アラベスク模様
アカンサス模様 ̶
ギリシャ雷文
葉状の模様
幾何学模様
渦巻模様

草花の文
様が刻ま
れた棺

彫刻の
施され
た棺台
樹葉の
彫刻

図像が表された
透かし窓
ファサードのモ
ザイク
民族的植物模様
の天井

/ 立石遼太郎

f. 機能の喪失×建築要素

彫刻に覆われた
ファサード
天井の彫刻
バットレスのガ
ーゴイル

グラフィック
パターン
水瓶の形態と
用法が描かれ
た図像
棕櫚の葉模様
の帯飾り

彫刻

木篤の這っ
ている綾織

自然を模し
た彫刻のつ
いた頂華

様々な色彩
の編物

陶器タイルの
光沢

チャーミン
グなフィギ
ュア ̶
博物標本

桃山調の浮彫り
彫刻やレリーフ
建築彫刻

有機的形態
形

曲線

あふれかえった色
金箔

金色の
祭壇

織物
組紐

省略された天窓、屋根
どこにも接続しない階段
風が通り抜ける壁 ̶
機能を失った庇

植物のつる模様が描
かれた床、壁
植物のつるの形態を
持つ鋳物の手摺、柱

幾何学的な文様
螺旋状の図柄
とうてつ文 ̶

人像
彫刻

イスラミックなパターンの
天井
壁画のモザイク ̶
錆汁のにじんだ壁
ストライプが施された外壁
床の赤御影

小ピース
の組み合
わせによ
るパタン
目地

彫刻の施されたタンパン
柱頭の彫刻
傾斜壁の木口を包む鼻隠し
軒組物や軒裏の飾り
流動材料による外壁
パラペット状の傾斜壁

宮殿のまわりの柱廊
ペディメント
看板

モールデ
ィング

数学的な
形態

ポスター
絵画
簾

全体を構成
する文様

ディテール
モールディ
ング

一見、寡黙で静寂、詩的なその作風の裏に、規範を逸脱
した表現を含ませている。過剰な表現は、建築物には不
必要な、装飾と呼ぶべきものである。しかし、それが美
しいことに間違いはない。何がそれほど美しいのだろう。

̶建築装飾における思想・理論・技術/ 倉方俊輔

a. 模様・パタン・図像×建築要素

建築は初めから美術の「額縁」的位置にいるのだろう。
そこにおいて装飾は、むしろ美術に列するためだけに必
要とされた伝統的な主題だったと言ってよい。（中略）
建築における装飾とは、何より近代的視点によって建築
を分類し、価値を判断づける際の要点であった。

　No.12-2 装飾と反復
/石岡良治

a. 模様・パタン・図像×操作対象なし

また、装飾文様は常に、パターンの無限進行によって支
持体の隙間を埋め尽くしていく傾向性を持っており、こ
れこそが「空間恐怖（horror vacui）」の現れである。芸術
意思はここで、空間を形象で充填せずには折れない衝動
として、装飾史を貫いて残存しつ続ける畳数として規定
されるのだ。

　No.43-1 Serial Essay- 装飾 (5) 表面に
はびこる夢 /多木浩二

a. 模様・パタン・図像×操作対象なし

装飾的な形態や結合の規則は、ふつうの書字はもちろん、
ピクトグラムやイデオグラムとも全くちがった次元に生
じるエクリチュール世界の表記のしかたであり、装飾を
そのように眺めたとき、ことばをこえて垂直に人間の深
みにつきささる機能があらわにされる。

　No.64-3 装飾を巡って
/橋本文隆

g. 操作なし ×付加物

世紀末建築後期に各地に拡散した潮流は、東欧や北欧で
は民族自立に根ざした建築に収斂していく。従来の歴史
的様式の装飾を組み合わせて利用するのに代わって、自
国の伝統・歴史や地域性、民族性に由来するモチーフを
貼り付ける独自の手法を確立したのがフィンランドで
あった。

　No.10-1 20世紀の遺産から
考える装飾/石岡良治、砂山太一

a.模様・パタン・図像
　×操作対象なし

高度な計算によって、それま
で難しいとされていた、建築
物の装飾的な形態と機能的な
合理性を、同時に考えること
ができるようになったという
わけです。

No.4-1 反近代としての装飾/反表象としての装飾

No.9 建築の修辞学̶装飾としてのレトリック
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図 6. 装飾の認識と指示対象の関係
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註１）ここでいう建築家とは、主に建築や美学についての表現活動をしている、国内外の建築意匠家や建築歴
　　　史家、建築評論家をさす。
　２）ここでは、国内の論説を取り扱う建築誌「新建築」「建築文化」「SD」「10+1」「10+1website」「建築雑誌」
　　　「住宅建築」の中から「装飾」という言葉が題目に含まれる全 73 資料を対象に分析を行った。
　３）川喜田二郎「発想法」（中央公論社）内のKJ 法をもとに分析した。
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ಇ͖Λ͓ͯͬ࣋Γɺਓؒ �ࣾձ � ඒɾܳज़ ஙͱ͍ͬݐ�
༷ͨʑͳจ຺ͱͷ͔ؔΒੑΛܗ͢Δͷͱͯ͠
ೝࣝ͞ΕΔͱ͍͏ɺ০ͷೝࣝͷମܥΛݟग़ͨ͠ɻ͞Β
ʹɺ͜ΕΒೝࣝͷମܥͱࣔࢦରͷରԠ͔ؔΒɺ০
ຽڭΓɺफ͋ʹڞతͳࣾձ͔Βઈ͑ͣਓؒͱ࢝ݪ͕
จԽɺܳज़ɺٕज़ൃలͳͲͳͲ༷ʑͳจ຺ͱ݁ͼ͍ͭͯ
ҙຯΛܗ͖ͯͨ͜͠ͱΛ໌Β͔ʹͨ͠ɻ͜ ͷ͜ͱ͔Βɺ
০ͱਓؒͷࠜݯతͳද׆ݱಈͰ͋Γɺݸਓ͔Βࣾձɺ
ܳज़ɺ࣭ͱ͍ͬͨ෯͍ͰͷߟࢥΛཁ͢Δݐஙߦ
ҝͷࠜװΛ͑ࢧΔɺݐஙతओͷҰͭͰ͋Δͱ͑ߟΔɻ


